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西
東
京
市
民
ま
つ
り

　
令
和
７
年
11
月
８
日（
土
）・９

日（
日
）の
２
日
間
で
第
22
回
西
東

京
市
民
ま
つ
り
が
西
東
京
い
こ
い

の
森
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
約
５
５
，０
０
０
人
、

２
日
目
は
約
３
４
，０
０
０
人
が
来

場
し
ま
し
た
。　

　
２
日
目
は
雨
の
中
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
い
、野
菜
で
作
ら
れ
た
宝
船

の
宝
分
け
は
今
回
も
大
盛
況
で

し
た
。

　
農
業
コ
ー
ナ
ー
で
は
農
産
物
品

評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年

野
菜
部
門

植
木
部
門

　
市
内
に
居
住
し
農
業
を
営
む

方
又
は
西
東
京
市
外
に
居
住
し

市
内
の
農
地
で
農
業
を
営
む
方

で
、

①
令
和
７
年
中
に
農
業
収
入
が

あ
る
方

②
今
後
も
市
内
で
農
業
経
営
を

継
続
す
る
意
向
が
あ
る
方

を
対
象
と
し
、
令
和
７
年
中
に

お
け
る
肥
料
費
・
諸
材
料
費
・

動
力
光
熱
費
に
つ
い
て
補
助
を

行
い
ま
す
。

　
西
東
京
市
で
は
今
回
ご
紹
介
し
た
補
助
金
の

他
に
も
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
方
法
や
そ
の
他
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
役
所
産
業
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

農
業
者
年
金
の
ご
案
内

　
農
業
者
年
金
は
、確
定
拠
出
型
の
公
的
年
金
で
す
。

ご
自
身
の
将
来
設
計
の
た
め
に
積
極
的
に
活
用
し
、

豊
か
な
生
活
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

◇
加
入
要
件
（
次
の
３
つ
を
全
て
満
た
す
方
は
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。）

①
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　
②
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満

　
積
み
立
て
た
保
険
料
を
老
後
に
受
け
取
れ
る
積
立

方
式
で
、
加
入
者
・
受
給
者
数
の
増
減
に
左
右
さ
れ

な
い
安
定
し
た
制
度
で
す
。
月
額
２
万
円
か
ら
６
万

７
千
円
ま
で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
て
保
険
料
を
自

由
に
選
択
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
を
一
期
務
め
て
感
じ
た
こ
と
は
、
色
々
な
点

で
都
市
部
、
市
街
化
区
域
内
農
地
に
対
す
る
新
し
い
取
り

組
み
、
制
度
が
で
き
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
特
に
使
用
貸
借
に
よ
る
農
業
法
人
等
へ
の
貸
付
は
、

市
内
の
農
地
保
全
に
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
田
　
敬
一

　
今
年
の
夏
も
暑
く
大
変
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

委
員
会
だ
よ
り
も
読
む
方
々
の
何
か
の
ヒ
ン
ト
や
力
に

な
れ
ば
と
思
い
こ
れ
か
ら
も
発
行
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
雅
弘

　
令
和
６
年
７
月
か
ら
編
集
委
員
を
務
め
て
き
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り
が
編
集
委
員
の
努
力
の
も
と
作
成

さ
れ
て
い
る
と
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
変
勉
強

に
な
っ
た
一
年
半
で
し
た
。
　
　
　
　
　
安
田
　
勝
治

　
農
業
委
員
会
に
入
り
、
農
地
に
対
し
て
の
取
り
組
み

が
深
い
こ
と
を
学
ば
さ
れ
ま
し
た
。
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
農
地
に
生
い
茂
っ
て
い
る
草
は
「
雑
草
」
と

し
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、「『
雑
草
』
と

い
う
名
前
の
草
は
な
い
」
と
い
う
昭
和
天
皇
の
お
言
葉

が
あ
り
、
草
花
に
は
一
つ
一
つ
名
前
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
田
　
富
行

　
紙
媒
体
で
読
者
様
の
目
に
止
ま
る
情
報
を
発
信
す
る

に
は
ど
の
よ
う
な
紙
面
に
し
た
ら
よ
い
の
か
答
え
を
得

る
前
に
編
集
の
任
務
完
了
で
す
。
不
変
の
誌
面
も
ま
た

一
興
と
、
寛
大
に
受
け
取
っ
て
も
ら
え
る
と
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
田
　
武
志

　
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
農
業
委
員
会
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
部
会
一
同

東
京
都
知
事
賞

　
キ
ャ
ベツ

下
田
　
勝
也

東
京
都
産
業
労
働
局
長
賞

　
柿

貫
井
　
耕
一

東
京
都
農
業
振
興
事
務
所
長
賞

　
小
松
菜

中
野
　
雄
一

西
東
京
市
議
会
議
長
賞

　
み
か
ん

中
野
　
雄
一

北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会
会
長
賞

　
ブ
ロッコ
リ
ー

中
野
　
雄
一

東
京
都
知
事
賞

　
常
緑
ヤ
マ
ボ
ウ
シ

栗
島
　
博

東
京
都
産
業
労
働
局
長
賞

　
ソ
テ
ツ

小
林
　
孝
幸

東
京
都
農
業
振
興
事
務
所
長
賞

　
ナ
ン
テ
ン

新
倉
　
恭
治

西
東
京
市
長
賞

　
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ

野
口
　
義
典

西
東
京
市
農
業
委
員
会
会
長
賞

　
ヤ
マ
ボ
ウ
シ

中
野
　
敏
男

　
　

　
品
評
会
の
主
な
受
賞
者
は
、
次
の

方
々
で
す
（
敬
称
略
）
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編
集
後
記

●
市
内
農
業
者

　物
価
高
騰
等
対
応
補
助
金

　
市
内
を
産
地
と
す
る
農
産
物

等
の
生
産
を
行
う
事
業
者
が
市

内
産
農
産
物
等
の
販
売
等
に
用

い
る
資
材
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

●
西
東
京
市
産
農
産
物
等

　活
用
推
進
事
業
補
助
金

西
東
京
市
で
農
業
を
営
む
方

又
は
市
内
に
農
地
を
所
有
し
、

自
ら
農
産
物
を
生
産
し
て
い
る

方
に
対
し
て
、
堆
肥
や
有
機
質

肥
料
の
購
入
に
か
か
る
費
用
の

補
助
を
行
い
ま
す
。

●
西
東
京
市
安
全
安
心

　農
業
推
進
事
業
補
助
金

補助金
を

活用し
よう！

必見！

常緑ヤマボウシ
栗島　博さん

キャベツ
下田　勝也さん

池澤市長と宝船

めぐみちゃんと宝船

は
２
９
６
点（
野
菜
１
０
６
点
、植

木
１
９
０
点
）の
出
展
が
あ
り
ま
し

た
。今
年
も
異
常
な
暑
さ
や
豪
雨

な
ど
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、出

展
さ
れ
た
農
産
物
は
見
事
な
出
来

栄
え
の
も
の
ば
か
り
で
、生
産
者
の

努
力
、技
術
力
の
高
さ
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。　

　
品
評
会
に
出
展
さ
れ
た
農
産
物

は
２
日
目
に
販
売
さ
れ
、多
く
の
来

場
者
に
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
宝
船
の
宝
分
け
と
農
産
物
の
販

売
に
よ
り
、た
く
さ
ん
の
人
々
に

「
西
東
京
市
産
の
農
産
物
」を
知
っ

て
も
ら
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

東京都知事賞
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意
見
の
提
出

今
期
の
農
業
委
員
会

活
動
の
総
括

　
令
和
７
年
11
月
13
日
（
木
）、
西

東
京
市
に
対
し
て
農
業
委
員
会
等
に

関
す
る
法
律
第
38
条
の
規
定
に
基
づ

く
意
見
の
提
出
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
長
、
会
長
職
務
代
理
、
農
地
部

会
長
、
編
集
部
会
長
の
４
名
が
農
業

委
員
会
を
代
表
し
て
提
出
し
ま
し
た
。

西
東
京
市
の
農
地

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

　
西
東
京
市
に
は
農
地
が
ど
れ
く
ら

い
あ
る
の
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
令
和
７
年
度
時
点
で
112･

８
ha
、
そ

の
う
ち
生
産
緑
地
は
98･

９
ha
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
は
こ
の
数
字
を
ど
う
思
わ

れ
る
で
し
ょ
う
か
？

　
参
考
ま
で
に
20
年
前
の
農
地
面
積

と
現
在
の
農
地
面
積
を
比
較
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
農
地
全
体
で
は
61･

６

ha
、
生
産
緑
地
で
は
47･

７
ha
減
少
し

て
い
ま
す
。

　
減
少
の
主
な
要
因
と
し
て
は
相
続

の
発
生
に
よ
る
売
却
や
宅
地
化
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
が
、
都
市
に
お
い
て
防

災
機
能
や
景
観
創
出
、
環
境
保
全
に

寄
与
す

る
な
ど
重

要
な
役

割
を
果

た
し
て
い

る
農
地

を
残
し
て

い
く
方
法

は
な
い
の

で
し
ょ
う

か
？

　
令
和
５
年
１
月
に
村
田
秀
夫
前
会
長
か

ら
会
長
職
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
が
、
兼

務
す
る
市
の
各
種
委
員
の
多
さ
に
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
令
和
６
年
の
年

明
け
に
国
分
寺
市
農
業
委
員
会
か
ら
農

地
の
貸
借
に
つい
て
意
見
交
換
を
行
い
た
い

と
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
１
月
19
日
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
貸
借
が
成
立
し
た
２
か

所
の
現
地
見
学
も
含
め
て
有
意
義
な
意
見

交
換
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
１
月
に
は
農
業
委
員

で
も
あ
る
武
蔵
大
学
名
誉
教
授
の
後
藤

光
藏
氏
、
東
京
都
農
業
会
議
の
松
澤
龍

人
氏
に
よ
る
講
演
会
を
Ｊ
Ａ
東
京
み
ら
い

西
東
京
支
店
で
実
施
し
、
活
発
な
意
見

交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
活
動
に
関
し
て
は
往
々
に

農
地
法
第
３
、
４
、
５
条
申
請
の
手
続
き

が
中
心
と
な
っ
て
し
ま
い
、
農
業
者
及
び

農
業
委
員
間
で
の
意
見
交
換
が
疎
か
に

な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
出
来
る
だ

け
対
話
の
機
会
を
設
け
、
農
業
者
の
意

向
を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
努
力
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
農
地
利
用
状
況
調
査
も
10
月
の
み
の
実

施
で
は
な
く
、
５
月
に
も
実
施
し
、
公
平

な
調
査
活
動
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
令
和
８
年
１
月
か
ら
は
新
た
な
委
員
に

よ
る
農
業
委

員
会
活
動
が

始
ま
り
ま
す

が
、
農
業
者

に
寄
り
添
っ

た
活
動
を
目

指
し
て
い
き

た
い
と
思
い

ま
す
。
　

令
和
７
年
度
認
定
農
業
者

認
定
書
交
付
式

本
年
度
認
定
を
受
け
た
　
　

農
業
者
の
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す

親
子
で
収
穫
祭

落
花
生
の
収
穫
と

袋
詰
め
体
験
‼

緑
の
ア
カ
デ
ミ
ー

匠
の
技
と
グ
リ
ー
ン

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

　
令
和
７
年
７
月
４
日
（
金
）、
本
年

度
の
認
定
農
業
者
の
認
定
を
受
け
た

皆
様
に
、
市
長
よ
り
認
定
書
の
交
付

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　

　
本
年
度
は
７
名
が
更
新
を
さ
れ
、

本
市
の
認
定
農
業
者
数
は
54
名
と
な

り
ま
し
た
。（
広
域
認
定
含
む
）

　
認
定
農
業
者
の
皆
様
は
、
西
東
京

市
の
農
業
の
中
核
と
な
り
、
よ
り
一
層

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
７
年
10
月
27
日
（
月
）
か
ら
29

日
（
水
）
ま
で
の
３
日
間
で
、
農
地
法
第

30
条
に
基
づ
く
農
地
利
用
状
況
調
査
（
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
、
事
務
局
、
資
産
税
課
の

職
員
及
び
都
市
計
画
課
の
職
員
が
６
班
に

分
か
れ
、
肥
培
管
理
基
準
に
基
づ
い
て
、

市
内
の
農
地
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
日
頃
よ
り
丁
寧
な
肥
培
管
理
を
行
っ
て

い
る
農
地
が
大
部
分
で
し
た
が
、
一
部
適

正
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
農
地
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　
適
正
に
農
地
が
管
理
さ
れ
て
い
な
い
と
、

固
定
資
産
税
の
課
税
額
が
変
更
さ
れ
る
こ

と
や
、
相
続
税
納
税
猶
予
を
受
け
て
い
る

場
合
に
は
期
限
の
確
定
が
な
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
農
地
の
適
正
な

管
理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
農
業
者
の
皆
様
に
は
事
前
調
査
の
段
階

か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
令
和
７
年

11
月
22
日

（
土
）、
西
東

京
い
こ
い
の

森
公
園
で
田

無
緑
化
組
合

の
協
力
の
も

と
、「
緑
の
ア
カ
デ
ミ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
武
蔵
野
大

学
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
運
営
の
協
力

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
市
内
の
親
子
を
対
象
に
「
匠
の

技
と
グ
リ
ー
ン
ア
ド
ベン
チ
ャ
ー
」
と
称
し
、

高
所
作
業
車
を
使
用
し
た
植
木
の
剪
定
、

グ
リ
ー
ン
マ
イ
ス
タ
ー
か
ら
の
お
話
を
ヒ
ン

ト
に
回
答
す
る
ク
イ
ズ
、
輪
投
げ
な
ど
の

ゲ
ー
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
後
半
に
は
、
野
菜
の
種
植
え

と
花
の
寄
せ
植
え
を
実
施
し
、
参
加
者
は

秋
め
く
公
園
で
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
な

が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

※認定順　大谷孝良さん 小林凌さん 中野芳雄さん
濱野寿男さん 都築則幸さん 下田将人さん 下田祐輔さん　  

１
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
等
を

活
用
し
た
農
地
の
貸
借
に
つ
い
て

２
農
地
の
保
全
・
継
続
に
つ
な
が
る

農
業
経
営
へ
の
支
援
に
つ
い
て

３
農
業
経
営
の
安
定
化
と
農
産
物

供
給
促
進
へ
の
支
援
に
つ
い
て

４
都
市
農
業
に
対
す
る
市
民
理
解

の
促
進
に
つ
い
て

５
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
に
よ
る
農
業

へ
の
影
響
等
に
対
す
る
情
報
提
供

に
つ
い
て

　
農
地
を
残
す
方
法

の一つ
と
し
て
、「
農
地

貸
借
」
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
に
施
行
さ
れ
た
「
都
市
農

地
の
貸
借
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
（
以

下
、
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
）」
に
よ

り
、
市
街
化
区
域
内
の
相
続
税
納
税
猶

予
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い
る
生
産
緑
地

の
貸
借
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
都
内
で
は
令
和
７
年
３
月
末
現
在
で
、

約
55
ha
の
生
産
緑
地
が
貸
借
さ
れ
て
い
ま

す
。
西
東
京
市
で
は
令
和
７
年
９
月
末
現

在
で
約
３
ha
（
20
件
）
が
貸
借
さ
れ
て
お

り
、
年
々
そ
の
件
数
は
増
え
て
い
ま
す
。

　「
農
地
が
広
す
ぎ
て
手
が
行
き
届
か
な

い
」、「
農
地
を
残
し
た
い
け
れ
ど
、
後
継

者
が
い
な
い
・
・
・
」
な
ど
と
いっ
た
ご
事

情
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
都
市
農
地

貸
借
円
滑
化
法
の
施
行
に
よ
り
、
農
地
利

用
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
の
で
、
制
度
に

つ
い
て
詳
細
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
令
和
７
年
10
月
25
日
（
土
）、
北

町
五
丁
目
の
圃
場
で
落
花
生
の
収
穫

体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
43
組
の
親
子
か
ら
応
募
が
あ

り
、
抽
選
で
選
ば
れ
た
22
組
（
公
募

は
25
組
）
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
農
園
主
の
本
橋
昭
治
さ
ん
か
ら
落

花
生
の
生
育
の
経
過
、
収
穫
方
法
な

ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
親
子
で
力

を
合
わ
せ
て
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

　
落
花
生
の
収
穫
後
は
袋
詰
め
体
験

も
行
い
、
希
望
す
る
世
帯
は
大
根
の

収
穫
も
行
い
ま
し
た
。

　
小
雨
が
降
る
中
で
し
た
が
、
参
加

者
は
初
め
て
行
う
落
花
生
の
収
穫
を

楽
し
ん
で
お
り
、
多
く
の
市
民
が
西

東
京
市
の
農
に
触
れ
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

－ 3 － － 2 －

（左より：下田編集部会長、中野農地部会長、
保谷会長、池澤市長、野口会長職務代理、萱野副市長）

保谷 隆司　会長

令和 7年度 農地パトロールの様子

※
代
表
者
の
み
ご
紹
介

　　　　　　 農地面積　 生産緑地面積
平成17年度 174.4ha 146.6ha
平成27年度 145.6ha 124.9ha
令和７年度 112.8ha 98.9ha

　西東京市の農地面積の推移

農地を
残すには…？

令和元年度・・・・・・・・１件
令和2年度・・・・・・・・・１件
令和3年度・・・・・・・・・1件
令和４年度・・・・・・・・・７件
令和５年度・・・・・・・・・５件
令和６年度・・・・・・・・・５件
令和７年度・・・・・・・・・１件

西東京市の農地貸借実績

お問い合わせは
西東京市農業委員会 事務局まで

☎ 042-420-2820

同一の筆の
ため１件
として集計｝

10/25（土）

11/22（土）

袋詰めした
落花生

体験の様子

10/27（月）～　10/29（水）

匠
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意
見
の
提
出

今
期
の
農
業
委
員
会

活
動
の
総
括

　
令
和
７
年
11
月
13
日
（
木
）、
西

東
京
市
に
対
し
て
農
業
委
員
会
等
に

関
す
る
法
律
第
38
条
の
規
定
に
基
づ

く
意
見
の
提
出
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
長
、
会
長
職
務
代
理
、
農
地
部

会
長
、
編
集
部
会
長
の
４
名
が
農
業

委
員
会
を
代
表
し
て
提
出
し
ま
し
た
。

西
東
京
市
の
農
地

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

　
西
東
京
市
に
は
農
地
が
ど
れ
く
ら

い
あ
る
の
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
令
和
７
年
度
時
点
で
112･

８
ha
、
そ

の
う
ち
生
産
緑
地
は
98･

９
ha
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
は
こ
の
数
字
を
ど
う
思
わ

れ
る
で
し
ょ
う
か
？

　
参
考
ま
で
に
20
年
前
の
農
地
面
積

と
現
在
の
農
地
面
積
を
比
較
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
農
地
全
体
で
は
61･

６

ha
、
生
産
緑
地
で
は
47･

７
ha
減
少
し

て
い
ま
す
。

　
減
少
の
主
な
要
因
と
し
て
は
相
続

の
発
生
に
よ
る
売
却
や
宅
地
化
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
が
、
都
市
に
お
い
て
防

災
機
能
や
景
観
創
出
、
環
境
保
全
に

寄
与
す

る
な
ど
重

要
な
役

割
を
果

た
し
て
い

る
農
地

を
残
し
て

い
く
方
法

は
な
い
の

で
し
ょ
う

か
？

　
令
和
５
年
１
月
に
村
田
秀
夫
前
会
長
か

ら
会
長
職
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
が
、
兼

務
す
る
市
の
各
種
委
員
の
多
さ
に
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
令
和
６
年
の
年

明
け
に
国
分
寺
市
農
業
委
員
会
か
ら
農

地
の
貸
借
に
つい
て
意
見
交
換
を
行
い
た
い

と
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
１
月
19
日
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
貸
借
が
成
立
し
た
２
か

所
の
現
地
見
学
も
含
め
て
有
意
義
な
意
見

交
換
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
１
月
に
は
農
業
委
員

で
も
あ
る
武
蔵
大
学
名
誉
教
授
の
後
藤

光
藏
氏
、
東
京
都
農
業
会
議
の
松
澤
龍

人
氏
に
よ
る
講
演
会
を
Ｊ
Ａ
東
京
み
ら
い

西
東
京
支
店
で
実
施
し
、
活
発
な
意
見

交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
活
動
に
関
し
て
は
往
々
に

農
地
法
第
３
、
４
、
５
条
申
請
の
手
続
き

が
中
心
と
な
っ
て
し
ま
い
、
農
業
者
及
び

農
業
委
員
間
で
の
意
見
交
換
が
疎
か
に

な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
出
来
る
だ

け
対
話
の
機
会
を
設
け
、
農
業
者
の
意

向
を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
努
力
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
農
地
利
用
状
況
調
査
も
10
月
の
み
の
実

施
で
は
な
く
、
５
月
に
も
実
施
し
、
公
平

な
調
査
活
動
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
令
和
８
年
１
月
か
ら
は
新
た
な
委
員
に

よ
る
農
業
委

員
会
活
動
が

始
ま
り
ま
す

が
、
農
業
者

に
寄
り
添
っ

た
活
動
を
目

指
し
て
い
き

た
い
と
思
い

ま
す
。
　

令
和
７
年
度
認
定
農
業
者

認
定
書
交
付
式

本
年
度
認
定
を
受
け
た
　
　

農
業
者
の
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す

親
子
で
収
穫
祭

落
花
生
の
収
穫
と

袋
詰
め
体
験
‼

緑
の
ア
カ
デ
ミ
ー

匠
の
技
と
グ
リ
ー
ン

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

　
令
和
７
年
７
月
４
日
（
金
）、
本
年

度
の
認
定
農
業
者
の
認
定
を
受
け
た

皆
様
に
、
市
長
よ
り
認
定
書
の
交
付

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　

　
本
年
度
は
７
名
が
更
新
を
さ
れ
、

本
市
の
認
定
農
業
者
数
は
54
名
と
な

り
ま
し
た
。（
広
域
認
定
含
む
）

　
認
定
農
業
者
の
皆
様
は
、
西
東
京

市
の
農
業
の
中
核
と
な
り
、
よ
り
一
層

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
７
年
10
月
27
日
（
月
）
か
ら
29

日
（
水
）
ま
で
の
３
日
間
で
、
農
地
法
第

30
条
に
基
づ
く
農
地
利
用
状
況
調
査
（
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
、
事
務
局
、
資
産
税
課
の

職
員
及
び
都
市
計
画
課
の
職
員
が
６
班
に

分
か
れ
、
肥
培
管
理
基
準
に
基
づ
い
て
、

市
内
の
農
地
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
日
頃
よ
り
丁
寧
な
肥
培
管
理
を
行
っ
て

い
る
農
地
が
大
部
分
で
し
た
が
、
一
部
適

正
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
農
地
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　
適
正
に
農
地
が
管
理
さ
れ
て
い
な
い
と
、

固
定
資
産
税
の
課
税
額
が
変
更
さ
れ
る
こ

と
や
、
相
続
税
納
税
猶
予
を
受
け
て
い
る

場
合
に
は
期
限
の
確
定
が
な
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
農
地
の
適
正
な

管
理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
農
業
者
の
皆
様
に
は
事
前
調
査
の
段
階

か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
令
和
７
年

11
月
22
日

（
土
）、
西
東

京
い
こ
い
の

森
公
園
で
田

無
緑
化
組
合

の
協
力
の
も

と
、「
緑
の
ア
カ
デ
ミ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
武
蔵
野
大

学
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
運
営
の
協
力

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
市
内
の
親
子
を
対
象
に
「
匠
の

技
と
グ
リ
ー
ン
ア
ド
ベン
チ
ャ
ー
」
と
称
し
、

高
所
作
業
車
を
使
用
し
た
植
木
の
剪
定
、

グ
リ
ー
ン
マ
イ
ス
タ
ー
か
ら
の
お
話
を
ヒ
ン

ト
に
回
答
す
る
ク
イ
ズ
、
輪
投
げ
な
ど
の

ゲ
ー
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
後
半
に
は
、
野
菜
の
種
植
え

と
花
の
寄
せ
植
え
を
実
施
し
、
参
加
者
は

秋
め
く
公
園
で
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
な

が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

※認定順　大谷孝良さん 小林凌さん 中野芳雄さん
濱野寿男さん 都築則幸さん 下田将人さん 下田祐輔さん　  

１
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
等
を

活
用
し
た
農
地
の
貸
借
に
つ
い
て

２
農
地
の
保
全
・
継
続
に
つ
な
が
る

農
業
経
営
へ
の
支
援
に
つ
い
て

３
農
業
経
営
の
安
定
化
と
農
産
物

供
給
促
進
へ
の
支
援
に
つ
い
て

４
都
市
農
業
に
対
す
る
市
民
理
解

の
促
進
に
つ
い
て

５
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
に
よ
る
農
業

へ
の
影
響
等
に
対
す
る
情
報
提
供

に
つ
い
て

　
農
地
を
残
す
方
法

の一つ
と
し
て
、「
農
地

貸
借
」
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
に
施
行
さ
れ
た
「
都
市
農

地
の
貸
借
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
（
以

下
、
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
）」
に
よ

り
、
市
街
化
区
域
内
の
相
続
税
納
税
猶

予
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い
る
生
産
緑
地

の
貸
借
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
都
内
で
は
令
和
７
年
３
月
末
現
在
で
、

約
55
ha
の
生
産
緑
地
が
貸
借
さ
れ
て
い
ま

す
。
西
東
京
市
で
は
令
和
７
年
９
月
末
現

在
で
約
３
ha
（
20
件
）
が
貸
借
さ
れ
て
お

り
、
年
々
そ
の
件
数
は
増
え
て
い
ま
す
。

　「
農
地
が
広
す
ぎ
て
手
が
行
き
届
か
な

い
」、「
農
地
を
残
し
た
い
け
れ
ど
、
後
継

者
が
い
な
い
・
・
・
」
な
ど
と
いっ
た
ご
事

情
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
都
市
農
地

貸
借
円
滑
化
法
の
施
行
に
よ
り
、
農
地
利

用
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
の
で
、
制
度
に

つ
い
て
詳
細
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
令
和
７
年
10
月
25
日
（
土
）、
北

町
五
丁
目
の
圃
場
で
落
花
生
の
収
穫

体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
43
組
の
親
子
か
ら
応
募
が
あ

り
、
抽
選
で
選
ば
れ
た
22
組
（
公
募

は
25
組
）
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
農
園
主
の
本
橋
昭
治
さ
ん
か
ら
落

花
生
の
生
育
の
経
過
、
収
穫
方
法
な

ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
親
子
で
力

を
合
わ
せ
て
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

　
落
花
生
の
収
穫
後
は
袋
詰
め
体
験

も
行
い
、
希
望
す
る
世
帯
は
大
根
の

収
穫
も
行
い
ま
し
た
。

　
小
雨
が
降
る
中
で
し
た
が
、
参
加

者
は
初
め
て
行
う
落
花
生
の
収
穫
を

楽
し
ん
で
お
り
、
多
く
の
市
民
が
西

東
京
市
の
農
に
触
れ
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

－ 3 － － 2 －

（左より：下田編集部会長、中野農地部会長、
保谷会長、池澤市長、野口会長職務代理、萱野副市長）

保谷 隆司　会長

令和 7年度 農地パトロールの様子

※
代
表
者
の
み
ご
紹
介

　　　　　　 農地面積　 生産緑地面積
平成17年度 174.4ha 146.6ha
平成27年度 145.6ha 124.9ha
令和７年度 112.8ha 98.9ha

　西東京市の農地面積の推移

農地を
残すには…？

令和元年度・・・・・・・・１件
令和2年度・・・・・・・・・１件
令和3年度・・・・・・・・・1件
令和４年度・・・・・・・・・７件
令和５年度・・・・・・・・・５件
令和６年度・・・・・・・・・５件
令和７年度・・・・・・・・・１件

西東京市の農地貸借実績

お問い合わせは
西東京市農業委員会 事務局まで

☎ 042-420-2820

同一の筆の
ため１件
として集計｝

10/25（土）

11/22（土）

袋詰めした
落花生

体験の様子

10/27（月）～　10/29（水）

匠
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西
東
京
市
民
ま
つ
り

　
令
和
７
年
11
月
８
日（
土
）・９

日（
日
）の
２
日
間
で
第
22
回
西
東

京
市
民
ま
つ
り
が
西
東
京
い
こ
い

の
森
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
約
５
５
，０
０
０
人
、

２
日
目
は
約
３
４
，０
０
０
人
が
来

場
し
ま
し
た
。　

　
２
日
目
は
雨
の
中
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
い
、野
菜
で
作
ら
れ
た
宝
船

の
宝
分
け
は
今
回
も
大
盛
況
で

し
た
。

　
農
業
コ
ー
ナ
ー
で
は
農
産
物
品

評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年

野
菜
部
門

植
木
部
門

　
市
内
に
居
住
し
農
業
を
営
む

方
又
は
西
東
京
市
外
に
居
住
し

市
内
の
農
地
で
農
業
を
営
む
方

で
、

①
令
和
７
年
中
に
農
業
収
入
が

あ
る
方

②
今
後
も
市
内
で
農
業
経
営
を

継
続
す
る
意
向
が
あ
る
方

を
対
象
と
し
、
令
和
７
年
中
に

お
け
る
肥
料
費
・
諸
材
料
費
・

動
力
光
熱
費
に
つ
い
て
補
助
を

行
い
ま
す
。

　
西
東
京
市
で
は
今
回
ご
紹
介
し
た
補
助
金
の

他
に
も
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
方
法
や
そ
の
他
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
役
所
産
業
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

農
業
者
年
金
の
ご
案
内

　
農
業
者
年
金
は
、確
定
拠
出
型
の
公
的
年
金
で
す
。

ご
自
身
の
将
来
設
計
の
た
め
に
積
極
的
に
活
用
し
、

豊
か
な
生
活
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

◇
加
入
要
件
（
次
の
３
つ
を
全
て
満
た
す
方
は
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。）

①
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　
②
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満

　
積
み
立
て
た
保
険
料
を
老
後
に
受
け
取
れ
る
積
立

方
式
で
、
加
入
者
・
受
給
者
数
の
増
減
に
左
右
さ
れ

な
い
安
定
し
た
制
度
で
す
。
月
額
２
万
円
か
ら
６
万

７
千
円
ま
で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
て
保
険
料
を
自

由
に
選
択
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
を
一
期
務
め
て
感
じ
た
こ
と
は
、
色
々
な
点

で
都
市
部
、
市
街
化
区
域
内
農
地
に
対
す
る
新
し
い
取
り

組
み
、
制
度
が
で
き
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
特
に
使
用
貸
借
に
よ
る
農
業
法
人
等
へ
の
貸
付
は
、

市
内
の
農
地
保
全
に
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
田
　
敬
一

　
今
年
の
夏
も
暑
く
大
変
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

委
員
会
だ
よ
り
も
読
む
方
々
の
何
か
の
ヒ
ン
ト
や
力
に

な
れ
ば
と
思
い
こ
れ
か
ら
も
発
行
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
雅
弘

　
令
和
６
年
７
月
か
ら
編
集
委
員
を
務
め
て
き
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り
が
編
集
委
員
の
努
力
の
も
と
作
成

さ
れ
て
い
る
と
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
変
勉
強

に
な
っ
た
一
年
半
で
し
た
。
　
　
　
　
　
安
田
　
勝
治

　
農
業
委
員
会
に
入
り
、
農
地
に
対
し
て
の
取
り
組
み

が
深
い
こ
と
を
学
ば
さ
れ
ま
し
た
。
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
農
地
に
生
い
茂
っ
て
い
る
草
は
「
雑
草
」
と

し
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、「『
雑
草
』
と

い
う
名
前
の
草
は
な
い
」
と
い
う
昭
和
天
皇
の
お
言
葉

が
あ
り
、
草
花
に
は
一
つ
一
つ
名
前
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
田
　
富
行

　
紙
媒
体
で
読
者
様
の
目
に
止
ま
る
情
報
を
発
信
す
る

に
は
ど
の
よ
う
な
紙
面
に
し
た
ら
よ
い
の
か
答
え
を
得

る
前
に
編
集
の
任
務
完
了
で
す
。
不
変
の
誌
面
も
ま
た

一
興
と
、
寛
大
に
受
け
取
っ
て
も
ら
え
る
と
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
田
　
武
志

　
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
農
業
委
員
会
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
部
会
一
同

東
京
都
知
事
賞

　
キ
ャ
ベツ

下
田
　
勝
也

東
京
都
産
業
労
働
局
長
賞

　
柿

貫
井
　
耕
一

東
京
都
農
業
振
興
事
務
所
長
賞

　
小
松
菜

中
野
　
雄
一

西
東
京
市
議
会
議
長
賞

　
み
か
ん

中
野
　
雄
一

北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会
会
長
賞

　
ブ
ロッコ
リ
ー

中
野
　
雄
一

東
京
都
知
事
賞

　
常
緑
ヤ
マ
ボ
ウ
シ

栗
島
　
博

東
京
都
産
業
労
働
局
長
賞

　
ソ
テ
ツ

小
林
　
孝
幸

東
京
都
農
業
振
興
事
務
所
長
賞

　
ナ
ン
テ
ン

新
倉
　
恭
治

西
東
京
市
長
賞

　
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ

野
口
　
義
典

西
東
京
市
農
業
委
員
会
会
長
賞

　
ヤ
マ
ボ
ウ
シ

中
野
　
敏
男

　
　

　
品
評
会
の
主
な
受
賞
者
は
、
次
の

方
々
で
す
（
敬
称
略
）

－ 1 － － 4 －

西東京市役所
産業振興課

☎042-420-2820

編
集
後
記

●
市
内
農
業
者

　物
価
高
騰
等
対
応
補
助
金

　
市
内
を
産
地
と
す
る
農
産
物

等
の
生
産
を
行
う
事
業
者
が
市

内
産
農
産
物
等
の
販
売
等
に
用

い
る
資
材
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

●
西
東
京
市
産
農
産
物
等

　活
用
推
進
事
業
補
助
金

西
東
京
市
で
農
業
を
営
む
方

又
は
市
内
に
農
地
を
所
有
し
、

自
ら
農
産
物
を
生
産
し
て
い
る

方
に
対
し
て
、
堆
肥
や
有
機
質

肥
料
の
購
入
に
か
か
る
費
用
の

補
助
を
行
い
ま
す
。

●
西
東
京
市
安
全
安
心

　農
業
推
進
事
業
補
助
金

補助金
を

活用し
よう！

必見！

常緑ヤマボウシ
栗島　博さん

キャベツ
下田　勝也さん

池澤市長と宝船

めぐみちゃんと宝船

は
２
９
６
点（
野
菜
１
０
６
点
、植

木
１
９
０
点
）の
出
展
が
あ
り
ま
し

た
。今
年
も
異
常
な
暑
さ
や
豪
雨

な
ど
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、出

展
さ
れ
た
農
産
物
は
見
事
な
出
来

栄
え
の
も
の
ば
か
り
で
、生
産
者
の

努
力
、技
術
力
の
高
さ
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。　

　
品
評
会
に
出
展
さ
れ
た
農
産
物

は
２
日
目
に
販
売
さ
れ
、多
く
の
来

場
者
に
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
宝
船
の
宝
分
け
と
農
産
物
の
販

売
に
よ
り
、た
く
さ
ん
の
人
々
に

「
西
東
京
市
産
の
農
産
物
」を
知
っ

て
も
ら
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

東京都知事賞


